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コミュニケーションIC

デュアルPLL周波数シンセサイザ
BU2630F / BU2630FV

BU2630F / FVは、2系統のPLLシンセサイザを内蔵したCMOS LSIです。
送信及び受信用のVCOを各々独立してコントロールできます。基準周波数及びメインカウンタの設定も別々にプログ
ラムすることができます。全世界のコードレスホン、通信機のアプリケーションに対応できます。

●用途
コードレスホン、アマチュア無線機、業務用トランシーバ、
VHF / UHF周波数発生器、その他

●特長
1）80MHz（VDD＝2.5V）まで動作可能。
2）低消費電流 。
　2系統動作 2.2mA（Typ.）VDD＝3V

　1系統動作 1.2mA（Typ.）VDD＝3V

　非動作時   0.2mA（Typ.）VDD＝3V

3）16ビットメインカウンタ。
4）14ビット基準周波数カウンタ内蔵。
5）アンロック検出ができる。
6）出力ポート4本。（オープンドレイン）
7）3線シリアル入力でコントロール可能。

●ブロックダイアグラム
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●絶対最大定格（Ta＝25℃）

●推奨動作条件（Ta＝25℃）

●各端子説明
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●入出力回路図

●電気的特性（特に指定のない限り Ta＝25℃，VDD＝3.0V，VSS＝0V）
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●動作説明
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プログラマブルデバイダ及びコントロールデータ入力　TX側（ID0＝0 ID1＝0）　RX側（ID0＝1 ID1＝0）

基準周波数デバイダデータ入力　TX側（ID0＝0 ID1＝1）　RX側（ID0＝1 ID1＝1）

データの説明
（1）プログラマブルデバイダデータ：D0～D15

（2）基準周波数データ：R0～R13

（3）出力ポート制御データ：P－T（P－R） TON（RON）
（3）1：オープンドレィン出力ON（“L”）
（3）0：オープンドレィン出力OFF（“H”）
（4）OFF送信側（受信側）動作停止
（3）F－T（F－R）プルダウン　 TPD（RPD）ハイインピーダンス　LD＝OFF

（5）PS

（5）プログラマブルデバイダ変更  分周数3～4095

（6）PL PH PD端子の制御
（3）0 0：PLL動作
（3）1 0：強制的に［“L”］
（3）0 1：強制的に［“H”］
（3）1 1：強制的に［“L”］
（7）LD0 LD1 LD端子の制御（TX側のみ有効）
（3）0 0：アンロック時ON［“L”］
（3）0 1：エアーパルス出力
（3）1 0：強制的にON［“L”］
（3）1 1：強制的にOFF［“H”］
（8）T0 T1テスト用（00）を入力してください。
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●応用例

●電気的特性曲線

●外形寸法図（Unit：mm）


